
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                    
   
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年一番です。初任の際に私が指導教員をしていた教員です。今なら、とも 
すれば…。ハラスメントと言われることもあるかもしれませんが、現在は、 
兵庫県高体連卓球委員長だけでなく、今は私を強く勇気付けてくれています。 
立場は変わっても、毎朝の窓開け、教室開錠、生徒対応など、初心、経験 
を忘れず見せてくれる「いまなお」の姿に、心が現れます。 
お互いに無茶なく、今年も頑張りましょう。     (兵庫県教員男性) 

昨年は親に代筆させてまで義理を果たしてくれましたが、 
今年は。自分自身の手で決意を伝えてくれました。 
高校時代は親への反発しかなく、何を言われても反抗し 
或いは無視する姿ばかりでしたが、大学入試を前にして 
初めて本心を保護者に伝え、父親と同じ道を進む決意を 
した卒業生です。（去年と同文） 
いつの間にやら立派な医者の道を。命と向き合えば様々 
な挫折とも闘うでしょうが、でき得る限り応援を続けて 
行きたいと思います。お父様、良かったですね！ 

 (30 歳男性) 

高校時代は野球部で、高校卒業後は辻調理専門学校へ、卒業 
後は神戸吉兆で修行し、板前として店にも立って活躍を耳に 
し始めた矢先に、結婚の報告と結婚式への招待、それだけで 
なく沖縄移住の報告と・・・。 
何事にも自分を見失わず、朱に交わっても赤く染まらず、我 
を信じて行動する生徒でした。 
時間がかかったというよりも、着実にこの結果まで辿り着き 
ましたね。 
近く沖縄を訪れたい、そんな気持ちでいっぱいですが、さて、 
いつ実現するやら・・・。それは私自身の決意次第ですね。 

        (40 歳男性) 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

帰国子女で英語は抜群、国語は致命的な生徒の続編です。 
念願の JAXA での勤務も充実しているようですね。苦労は 
お金では買えません。 
ただ本人は、いま感じている経験を苦労と思っているのだ 
ろうか。 
同窓会で出会えることを期待して、そのときに彼の「いま」
をたくさん聞いてみたいものです。   （30 歳 男性) 

高校入学時は成績優秀で、少し頑張りすぎたのかも 
しれません。不登校になりかけ、体温調整等に影響 
が出てしまい、苦労して卒業までこぎつけました。 
現在薬学部に通い、いよいよ社会へと旅立つようです。 
苦労して今を迎えましたね。 
誰か隣の文章を解読してください。   (23 歳男性) 

三年連続の紹介になる卒業生の続編です。島根県で小学校の正規 
教員となり、三年目。 
場合によっては、一番不器用で一番自分に負けることがない生徒 
出会ったと思います。 
兵庫にとって必要な、貴重な人材ではあるけれども、兵庫に帰って 
くることはもうないかな。 
時間がかかっても、自分の想いを失わず、自分の願いを貫通する、 
こんな卒業生が一人でもいることは、私にとって大きな誇りです。 
お正月には、今年もこの年代を一番下にして、たくさんの高砂南高 
陸上競技部卒業生が新年会をしてくれました。 
懐かしさだけでなく、時を経て得たもの、失ってはいけないもの、 
変えてはいけない指導の原点を、彼ら彼女らから改めて伝えられ 
た気がします。                (35 歳 男性) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初任校で女子クラスを２年続けて担任した時の転校生です。 
卒業考査後に受験が控え、そのために考査を欠席しても良い 
ですか？と。危うく学校の卒業規定を満たさなくて、卒業が 
認められなくなりそうでしたが、思い留まってきちんと考査 
も受けて、見事大学に進学して、目標としていた教員の道を 
進んでくれています。 
過程と仕事のはざまで、毎年具体的な想いを投げ合ってさぁ 
何十年になるのでしょう。一年一回の交換日記を重ねている 
ようで、今年もお互いに挑戦した一年であった、あることを 
確認できました。 
上手くいくだけが大切なわけではなくて、きちんと向き合う 
ことの大切さを、これからも大切にしていきたいものです。 

                  (48 歳 女性) 

転勤前、前任校にわざわざ訪ねてきてくれた、その前の前任校 
の卒業生です。長距離をしていた生徒で、体調のこと、人間関 
係等のことで、部活動を途中で断念した生徒でしたが、大学の 
卒業を迎えて、高校時代には気付けなかった「私」の話の意味 
が少しずつ分かったと、自分の就職先の報告とともに話して 
くれた生徒の「その後」です。 
何が嬉しいか。はがき一枚に表現してくれるこの溢れる想い 
を投げてもらえること。 
皆さんもいつか分かるときが来ます。    (24 歳 女性) 

 １月２２日に届いた年賀です。高校１年時 
 は欠席日数が２０日以上。進級どころの話 

ではなかった生徒ですが、学年が上がって 
行くにつけ、着実に自分への強さを身に付 
けていき、部活動では主将としてチームを 
まとめ、今は神戸市消防局に所属して、水上 
警察にて、神戸の治安維持と安全のために 
強い責任感をもって日々頑張っています。 
「人は自分の強い意志と覚悟で変われる」 
それを教えてくれる卒業生です。 

(27 歳 男性) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年々、「年賀終い」の文言を含んだ年賀状も多く届きます。ただ、返信を求めなくても「今の自分」をアナログ 
で伝えることに意味を感じさせる、数多くの「かつての同僚」、「卒業生」に恵まれた教師生活を送らせてもらい、 
「自分が」より、「周囲に」感謝するばかりです。 

AI や Chat Gpt をすべて否定するものではなく、効果的な利用には非常に高性能な「武器」であると思います。 
それでも敢えて言わせてもらうならば、必要なものは処理能力や表現の美しさだけではなく、培った経験や伝え 
たい想いの深さ、重ねてきた年月（年輪）の価値もまた大きいものです。 

いよいよ２００枚強のやり取りまで減ってはきましたが、届いた年賀の一つ一つに、「その人の想い」や「懐か 
しい文字」が乗っていることに、また次の一年の頑張りのための「勇気」を授けてもらっていることや、幾分か 
の「相手方への力」になっていたことへの喜びを噛みしめながら、今年もまた自分に「むち打つ」必要があるか 
と思っています。（午年だけに） 
 ２０２６年もまた、ご縁があった方すべてに「ささやかな幸せ」が積み重ねられることを祈り、自分自身にも 
「幸せ」を感じたいものです。 
 
 医療系、教育系を筆頭に、自分のことだけでなく、周囲にどう返そうかを配慮した記述を見て、卒業生たちに 
伝えてきたことが間違いではなく、次の世代に伝わり、つながることの喜びを感じずにはいられません。 
 
 

                                ２０２６ 私の通知表 

 左は４８歳女性。先述した女子クラスの生徒の一人 
で、右は２７歳女性です。 
何気ない一言での一年に一度のやり取りにアナログ 
の良さが伝わってくれれば。 
因みに右の生徒は、鳥取大学農学部に推薦で合格を 
得た生徒ですが、他校卒業生の同学部の学生に沢山 
助けてもらって合格した生徒でもあります。いろんな 
縁を見逃さないことって大切ですね。  

 高校時代はほぼ無口で、「本当に保育士になるの？」と 
何度も念押しをした生徒でしたが、強い意志は本物で 
あったのだと、今までの彼女の年賀を読めばわかりま 
した。 
時が経つ中で、HR 等でした話をよく聞いていてくれ 
ていたのだと、教師としては幸せな限り。年に一度の 
年賀交換です。          （38 歳 女性） 


